
県
企
業
局
は
、
地
域
振
興

事
業
（
丘
の
公
園
）
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
の
第
２
回
会

合
を
14
日
に
開
催
し
、
丘
の

公
園
の
役
割
や
経
営
状
況
な

南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
本
年

度
の
第
３
回
市
総
合
教
育
会

議
を
14
日
に
甲
西
支
所
で
開

催
し
た
（
写
真
）。
金
丸
一

元
市
長
や
教
育
委
員
、
市
関

係
者
が
出
席
。
①
放
課
後
子

ど
も
支
援
の
推
進
②
学
校
の

適
正
規
模
・
適
正
配
置
③
子

ど
も
の
貧
困
対
策
―
の
３
点

を
審
議
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
に
つ
い
て
市
担
当
者
は

「
２
０
１
７
年
度
に
白
根
東
、

18
年
度
に
小
笠
原
の
２
カ
所

を
整
備
す
る
」
と
説
明
。
委

（昭和49年3月11日　第三郵便物認可）2017年（平成29年）2月17日（金曜日）（3）

道
志
村
は
、
２
０
１
４
年

度
か
ら
進
め
て
い
る
森
林
整

備
計
画
の
変
更
案
を
作
成

し
、
縦
覧
を
行
っ
て
い
る
。

基
幹
路
網
の
整
備
は
31
路
線

で
開
設
や
改
良
な
ど
を
計

画
。
そ
の
ほ
か
、
作
業
路
網

の
整
備
や
鳥
獣
害
の
防
止
に

関
す
る
事
項
を
変
更
し
、
事

業
を
促
進
し
て
い
く
。
計
画

期
間
は
23
年
度
ま
で
の
10
カ

年
。基

幹
路
網
の
整
備
は
、
31

路
線
、総
延
長
27
・
８
㎞（
う

ち
開
設
２
・
１
㎞
、
改
良

19
・
１
㎞
、
舗
装
６
・
６

東
京
電
力
は
、
水
力
発
電

設
備
で
あ
る
ダ
ム
の
安
全
性

の
点
検
結
果
を
国
土
交
通
省

に
報
告
し
た
。
山
梨
県
内
で

は
上
来
沢
川
ダ
ム（
韮
崎
市
）

が
対
象
で
、
ダ
ム
管
理
の
計

測
や
巡
視
、
点
検
に
問
題
が

【
工
事
名
】
都
市
計
画
課

16
―
０
０
０
７
釜
無
川
流
域

下
水
道
釜
無
川
１
号
幹
線
管

き
ょ
更
生
工
事

　
　
　
　

◇

Ｑ　

次
年
度
以
降
も
施
工

し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

管
き
ょ
の
長
寿
命
化

に
つ
い
て
、
県
下
に
２
２
２

㎞
ほ
ど
流
域
幹
線
の
管
き
ょ

が
あ
る
。
今
回
の
釜
無
川
流

域
を
は
じ
め
峡
東
、
富
士
東

部
、
桂
川
流
域
下
水
道
と
い

う
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
施
工
年
次
と
供
用
年
次

か
ら
期
間
を
判
断
し
つ
つ
、

管
内
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
調
査
に
基
づ
き
、
危
険

度
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

図
面
の
黒
い
箇
所
を
昨
年
度

１
件
施
工
し
た
。
そ
の
他
に

は
桂
川
流
域
下
水
道
で
１
件

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ど

う
し
て
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

腐
食
さ
せ
る
菌
が
、
ポ
ン
プ

圧
送
が
解
放
さ
れ
た
と
こ
ろ

に
発
生
し
や
す
い
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
箇
所
に
つ
い
て

は
危
険
度
が
高
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
全
部
調
査
し

た
中
で
、
危
険
度
の
高
い
と

こ
ろ
か
ら
ラ
ン
ク
を
決
め
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
５
年
ス
パ

ン
で
対
応
す
る
計
画
を
、
国

と
協
議
す
る
中
で
進
め
て
い

る
。今

回
に
つ
い
て
は
、
黒
い

部
分
の
一
番
左
の
箇
所
が
、

双
葉
ポ
ン
プ
の
ポ
ン
プ
圧
送

部
か
ら
の
解
放
部
と
い
う
こ

と
で
、
腐
食
が
一
番
大
き

か
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
下
流

に
行
く
ほ
ど
空
気
中
に
解
放

さ
れ
て
腐
食
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
危
険
度
が
高
い
箇

所
か
ら
順
に
対
応
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
施

工
箇
所
を
昨
年
度
と
今
年
度

施
工
し
た
が
、
も
う
１
年

や
っ
た
と
こ
ろ
で
別
の
箇
所

に
移
る
予
定
。

Ｑ　

応
札
業
者
が
１
者
と

な
っ
て
い
る
が
、
他
の
業
者

が
応
札
し
な
か
っ
た
理
由

は
。Ａ　

推
測
に
な
る
が
、
全

く
新
し
い
工
法
で
あ
り
、
県

で
は
２
者
し
か
施
工
実
績
が

な
い
。
特
殊
な
工
法
に
な
る

の
で
、
下
請
企
業
を
求
め
て

指
導
を
し
つ
つ
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
殊
工
法

に
つ
い
て
は
、
施
工
管
理
、

品
質
管
理
に
つ
い
て
業
界
の

方
で
技
術
者
の
資
格
を
定
め

て
お
り
、
そ
の
資
格
を
有
し

て
い
る
の
が
入
札
可
能
な
県

内
業
者
46
者
の
う
ち
９
者
し

か
な
い
。

実
際
に
は
入
札
の
参
加
や

技
術
評
価
の
縛
り
で
、
こ
の

更
生
工
法
の
実
績
を
求
め
て

い
な
い
た
め
手
を
挙
げ
る
こ

と
は
可
能
だ
が
、
そ
の
後
の

施
工
管
理
の
困
難
性
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
技
術
者
を
有
す

る
企
業
の
う
ち
経
験
値
の
あ

る
業
者
が
手
を
挙
げ
た
と
思

わ
れ
る
。

Ｑ　

本
店
所
在
地
を
県
内

に
絞
っ
て
い
る
が
、
こ
の
更

生
工
法
の
実
績
を
持
っ
て
い

る
業
者
が
県
内
で
は
２
者
の

み
な
の
で
、
本
店
所
在
地
を

指
定
な
し
に
し
て
、
全
国
の

業
者
が
応
札
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
検
討
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。

Ａ　

今
回
の
工
事
の
専
門

性
と
い
う
意
味
で
は
、
山
梨

県
発
注
工
事
で
実
績
を
有
す

る
の
は
２
者
と
い
う
の
が
実

態
だ
が
、
甲
府
市
に
つ
い
て

は
98
年
か
ら
同
様
の
工
事
を

実
施
し
て
お
り
、
54
件
の
更

生
工
法
の
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。
県
内
企
業
で
は
23
者

に
実
績
が
あ
り
、
更
生
工
事

を
行
っ
た
と
い
う
意
味
で

は
、
そ
の
企
業
は
工
事
を
請

け
て
も
管
理
が
で
き
る
経
験

値
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

た
だ
し
、
そ
の
企
業
の
う

ち
、
山
梨
県
の
入
札
参
加
資

格
で
土
木
一
式
Ａ
で
あ
り
、

５
０
０
０
万
円
以
上
の
下
水

道
工
事
の
実
績
を
有
す
る
の

は
９
企
業
に
な
る
。
こ
の
た

め
、
県
外
企
業
を
対
象
に
し

な
く
て
も
十
分
と
判
断
し

た
。

特
殊
工
法
で
１
者
応
札
と
推
測

県
入
札
監
視
委
員
会  

審
議
概
要
　
　
　
　
⑦

17
年
度
に
白
根
東

児
童
ク
ラ
ブ
整
備

南ア市

員
は
、
児
童
の
定
員
数
や
施

設
整
備
に
か
か
る
職
員
数
の

増
の
有
無
を
確
認
し
た
。
金

丸
市
長
は
「
家
庭
の
事
情
で

塾
に
通
え
な
い
児
童
へ
の
学

習
機
会
の
創
出
に
対
応
し
た

い
」
と
話
し
た
。

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
つ
い
て
は
、
通
学
区

域
に
つ
い
て
市
担
当
者
が
説

明
。

委
員
は
「
芦
安
地
域
で
小

規
模
化
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
10
年
先
を
見
据
え
て
、
市

内
小
中
学
校
の
生
徒
数
の
推

移
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
」
と
意
見

し
た
。

上
来
沢
川
ダ
ム

管
理
問
題
な
し

東
京
電
力

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。小

武
川
第
三
発
電
所
（
最

大
発
電
能
力
２
２
０
０ 

kW
）

を
有
す
る
上
来
沢
川
ダ
ム

は
、
１
９
２
７
年
12
月
竣
工

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
重
力
式
ダ

ム
（
表
面
張
石
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
）。
高
さ
19
ｍ
、
堤
頂

長
49
・
５
ｍ
で
、
09
年
３
月

に
改
築
を
行
っ
て
い
る
。

検
討
委
員
会
で
丘
の
公
園
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
た

丘
の
公
園（
北
杜
市
）

あ
り
方
を
検
討

県
企
業
局

ど
を
協
議
し
た
（
写
真
）。

丘
の
公
園
（
北
杜
市
）
は

１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）

に
開
業
し
、
県
に
よ
る
と
２

０
１
５
年
度
ま
で
の
30
年
間

に
延
べ
約
５
７
１
万
人
の
入

込
数
が
あ
っ
た
。
内
訳
は
、

ゴ
ル
フ
事
業
が
約
１
６
９
万

人
、
温
泉
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど

の
レ
ジ
ャ
ー
事
業
が
約
３
０

６
万
人
、
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業

が
約
95
万
人
。

地
域
経
済
へ
の
貢
献
で

は
、
地
元
の
北
杜
市
に
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
と
入
湯
税
な
ど

が
収
入
と
し
て
あ
る
。
清
里

丘
の
公
園
・
ニ
ホ
ン
タ
ー
フ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
共
同
企
業
体

に
よ
る
指
定
管
理
者
は
地
元

を
中
心
に
99
人
を
雇
用
。

八
ヶ
岳
南
麓
地
域
の
集
客
の

核
と
な
る
施
設
で
、
地
域
に

欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ
る
と

企
業
局
で
は
説
明
し
た
。

林
道
整
備
は
31
路
線

道
志
村
の
森
林
計
画
変
更
案

㎞
）。
富
士
東
部
南
線
の
開

設
、椿
・
大
室
指
線
の
改
良
、

掛
水
線
の
舗
装
は
、
計
画
始

期
か
ら
５
年
以
内
に
行
う
予

定
だ
。

こ
の
ほ
か
詳
細
は
表
の
と

お
り
。

ま
た
村
で
は
、
効
率
的
な

施
業
を
行
う
た
め
、
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
を
図
り
、

よ
り
森
林
作
業
道
の
整
備
に

取
り
組
む
予
定
だ
。
要
間
伐

森
林
に
指
定
さ
れ
る
箇
所
で

は
、
早
急
に
作
業
道
を
開
設

し
、
過
密
林
状
態
の
解
消
を

図
っ
て
い
く
方
向
。

鳥
獣
害
の
防
止
対
象
は
ニ

ホ
ン
ジ
カ
と
し
、
食
害
や
剥

皮
な
ど
被
害
の
あ
る
森
林
な

ど
、
５
７
０
・
05 

ha
で
対
策

を
進
め
て
い
く
。
主
に
防
護

柵
や
幼
齢
木
保
護
具
の
設

置
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

区分 路線名
延長
（㎞）

利用区域面積
（ha）

前半５カ年の
計画箇所

富士東部南 ０・４ 1,285 ○

板橋 ０・７ 30

道坂 ０・５ 60

大室指 ０・５ 262

富士東部南 １・０ 1,285

野原 ０・４ 171

椿 ０・５ 225

田代 ０・５ 98

田代椿 ０・５ 345

戸渡 ０・５ 228

越路 ０・５ 125

室久保 ５・３ 602

ムジナ ０・５ 86

西沢 ３・４ 344

東沢 １・６ 405

御正体 ０・５ 217

白井平 ０・５ 62

鳥屋之沢 ０・４ 70

道坂 ０・５ 70

掛水 ０・５ 93

椿・大室指 １・０ 53 ○

道坂菜畑 １・０ 216

西沢 １・０ 344

道坂 ０・５ 70

鳥屋之沢 ０・４ 70

越路 ０・４ 125

御正体 ０・５ 217

椿 ０・５ 225

掛水 ０・８ 93 ○

椿・大室指 １・０ 53

竹之本 １・５ 106

舗装 林道

道志村　森林整備計画変更案　基幹路網計画

開設 林道

改良 林道

県峡東建設　国道411号一ノ瀬高橋  予備設計の対象区間


